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第
二
部 

解
説
編 

参
考
文
献
一
覧 

解
説
編
で
参
照
し
て
い
る
も
の
の
み
。 

 

「
衣
」
に
入
り
込
む
戦
争 

大
江
志
乃
夫
「 

“
徴
兵
よ
け
”
の
神
か
ら
千
人
針
ま
で
」（『
季
刊
科
学
と
思
想
』
三
九
、
一
九
八
一
年
）。 

津
村
薫
「
女
性
の
戦
争
協
力 

銃
後
の
女
性
の
戦
争
協
力
を
問
い
直
す―

―

国
防
婦
人
会
の
活
動
か
ら
」（『
女
性
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
研
究
』
一
四
、
二
〇
〇
四
年
）。 

小
原
解
子
・
柾
屋
洋
子
・
岡
澤
あ
や
こ
編
『
戦
争
と
く
ら
し
の
事
典
』（
株
式
会
社
ポ
プ
ラ
社
、
二
〇
〇
八
年
）
。 

西
村
明
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
と
日
本
の
宗
教
研
究
」
（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
四
七
号
、
二
〇
〇
八
年
）。 

渡
邉
一
弘
「
千
人
針
研
究
に
向
け
て
の
整
理
」（
『
昭
和
の
く
ら
し
研
究
』
六
、
二
〇
〇
八
年
）。 

田
中
陽
子
「
１
９
３
７
年
か
ら
１
９
４
５
年
ま
で
の
戦
時
下
に
お
け
る
被
服
統
制
と
供
給
事
情
」（『
日
本
家
庭
科
教
育
学
会
誌
』
第
五
二
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
九
年
）
。 

渡
辺
一
弘
「
戦
争
の
民
具
～
千
人
結
か
ら
千
人
針
へ
～
」
（『
民
具
研
究
』
一
四
〇
、
二
〇
〇
九
年
）
。 

岩
崎
茜
・
上
田
真
紀
「
千
人
針
の
形
状
的
特
徴
と
制
作
方
法―

郷
土
資
料
館
所
蔵
資
料
を
中
心
に―

」（『
生
活
と
文
化
：
研
究
紀
要
』
二
五
、
二
〇
一
五
年
）。 

大
串
潤
児
『
戦
争
の
経
験
を
問
う 

「
銃
後
」
の
民
衆
経
験 

地
域
に
お
け
る
翼
賛
運
動
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
六
年
）。 

尾
﨑
（
井
内
）
智
子
「
農
村
生
活
改
善
に
よ
る
改
良
野
良
着
の
普
及
と
モ
ン
ペ
」（『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
二
〇
、
二
〇
一
六
年
）。 

枝
木
妙
子
「
非
常
服
と
し
て
の
モ
ン
ペ
の
〈
流
行
〉―

―
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
新
聞
や
婦
人
雑
誌
の
記
事
に
着
目
し
て―

―

」（『
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
』
一
九
、
二
〇
一

九
年
）
。 

乾
淑
子
『
着
物
に
な
っ
た
〈
戦
争
〉 

時
代
が
求
め
た
戦
争
柄
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
三
年
）。 

平
芳
裕
子
『
日
本
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
一
五
〇
年 

明
治
か
ら
現
代
ま
で
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
四
年
）
。 

 

「
食
」
に
入
り
込
む
戦
争 

庄
司
吉
宗
「
再
ビ
「
ど
り
こ
の
」
ノ
栄
養
価
ニ
就
テ 

其
１
酸
塩
基
平
衡
ヨ
リ
観
察
シ
タ
「
ど
り
こ
の
」
ノ
価
値
」（『
金
沢
医
科
大
学
十
全
会
雑
誌
』
四
二―

一
、
一
九

三
七
年
）
。 

庄
司
吉
宗
「
再
ビ
「
ど
り
こ
の
」
ノ
栄
養
価
ニ
就
テ 

其
２
体
重
及
管
状
骨
ニ
及
ボ
ス
影
響
ヨ
リ
観
察
シ
タ
「
ど
り
こ
の
」
ノ
価
値
」（『
金
沢
医
科
大
学
十
全
会
雑
誌
』

四
二―

二
、
一
九
三
七
年
）
。 

庄
司
吉
宗
「
再
ビ
「
ど
り
こ
の
」
ノ
栄
養
価
ニ
就
テ 

其
３
管
状
骨
ニ
及
ボ
ス
影
響
、
特
ニ
ソ
ノ
骨
長
径
ノ
増
減
ヨ
リ
観
察
シ
タ
「
ど
り
こ
の
」
ノ
価
値
」（『
金
沢
医
科

大
学
十
全
会
雑
誌
』
四
二―

二
、
一
九
三
七
年
）
。 

杉
山
敬
一
「
幻
の
可
睡
競
馬
場
」
（『
ふ
る
さ
と
袋
井
』
第
八
集
、
一
九
九
三
年
）。 
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木
村
茂
光
『
ハ
タ
ケ
と
日
本
人 

も
う
一
つ
の
農
耕
文
化
』（
中
公
新
書
、
一
九
九
六
年
）
。 

早
川
い
く
を
『
取
る
に
足
ら
な
い
事
件
』
（
バ
ジ
リ
コ
株
式
会
社
、
二
〇
〇
八
年
）。 

盛
本
昌
広
『
贈
答
と
宴
会
の
中
世
』（
吉
川
弘
文
館
、
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
〇
八
年
）。 

日
高
秀
昌
・
岸
原
士
郎
・
斎
藤
祥
治
編
『
砂
糖
の
事
典
』
（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）。 

桜
井
英
治
『
贈
与
の
歴
史
学 

儀
礼
と
経
済
の
あ
い
だ
』
（
中
公
新
書
二
一
三
九
、
二
〇
一
一
年
）。 

宮
島
英
紀
『
伝
説
の
「
ど
り
こ
の
」 

一
本
の
飲
み
物
が
日
本
人
を
熱
狂
さ
せ
た
』（
角
川
書
店
、
二
〇
一
一
年
） 

倉
沢
愛
子
『
戦
争
の
経
験
を
問
う 

資
源
の
戦
争―

―

「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
人
流
・
物
流
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
）。 

ア
ン
ド
ル
ー
・
Ｆ
・
ス
ミ
ス 

著
／
手
嶋
由
美
子 

訳
『
砂
糖
の
歴
史
』（
原
書
房
、
二
〇
一
六
年
、
原
著
二
〇
一
五
年
）。 

ロ
ー
ラ
・
メ
イ
ソ
ン 

著
／
龍
和
子 

訳
『
キ
ャ
ン
デ
ィ
と
砂
糖
菓
子
の
歴
史
物
語
』（
原
書
房
、
二
〇
一
八
年
、
原
著
二
〇
一
八
年
）。 

江
後
迪
子
『
砂
糖
の
日
本
史
』
（
同
成
社
、
二
〇
二
二
年
）。 

 

生
活 

伊
藤
康
子
「
地
域
女
性
史
か
ら
み
た
愛
国
婦
人
会
」
（
『
中
京
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
三
一
、
一
九
九
七
年
）。 

高
木
敬
雄
「
浅
羽
の
用
悪
水
と
河
川
改
修
」
（
浅
羽
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
浅
羽
町
史 

通
史
編
』
浅
羽
町
、
二
〇
〇
〇
年
）。 

高
岡
裕
之
「
戦
時
動
員
と
福
祉
国
家
」
（
『
岩
波
講
座 
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争 

３ 

動
員
・
抵
抗
・
翼
賛
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）。 

硲
夕
記
「
少
女
た
ち
の
戦
時
体
験―

愛
国
婦
人
会
と
愛
国
子
女
団
を
中
心
に―

」（『
大
阪
人
権
博
物
館
紀
要
』
一
二
、
二
〇
〇
九
年
）。 

関
野
満
夫
「
日
本
の
戦
費
調
達
と
国
債
」
（
『
経
済
学
論
纂
（
中
央
大
学
）』
第
六
〇
巻
第
二
号
、
二
〇
一
九
年
）。 

土
田
宏
成
・
吉
田
律
人
・
西
村
健 

編
著
『
首
都
圏
史
叢
書
⑧ 
関
東
大
水
害―

―

忘
れ
ら
れ
た
１
９
１
０
年
の
大
災
害
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
二
三
年
）。 

土
田
宏
成
『
災
害
の
日
本
近
代
史 

大
凶
作
、
風
水
害
、
噴
火
、
関
東
大
震
災
と
国
際
関
係
』
（
中
公
新
書
、
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
二
三
年
）。 

 

兵
の
見
送
り
と
帰
還 

喜
多
村
理
子
『
徴
兵
・
戦
争
と
民
衆
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）。 

吉
良
芳
恵
「
昭
和
期
の
徴
兵
・
兵
事
史
料
か
ら
見
た
兵
士
の
見
送
り
と
帰
還
」（『
国
立
歴
史
民
俗
学
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
〇
一
集
、
二
〇
〇
三
年
）。 

伊
香
俊
哉
『
戦
争
の
日
本
史
22 

満
州
事
変
か
ら
日
中
全
面
戦
争
へ
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）。 

大
串
潤
児
「
済
南
事
件
と
長
野
県―

新
出
史
料
の
紹
介
と
若
干
の
論
点
の
提
示―

」（『
長
野
県
立
歴
史
館
研
究
紀
要
』
二
六
、
二
〇
二
〇
年
）。 

 

松
尾
医
官 
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森
久
男
「
関
東
軍
の
内
蒙
工
作
と
蒙
疆
政
権
の
成
立
」（
『
岩
波
講
座 

近
代
日
本
と
植
民
地
１ 

植
民
地
帝
国
日
本
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）。 

秦
郁
彦
編
『
世
界
諸
国
の
制
度
・
組
織
・
人
事 

１
８
４
０―

２
０
０
０
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）。 

川
原
勝
彦
「
中
共
政
権
の
成
立
と
中
国
同
郷
団
体
の
改
造
・
解
体―

上
海
の
公
所
・
会
館
の
事
例
を
中
心
に―

」（『
ア
ジ
ア
経
済
』
四
六
、
二
〇
〇
五
年
）
。 

 

石
油 

入
江
寿
紀
「
明
治
期
福
岡
地
方
石
油
史
（
一
）：
石
炭
油
か
ら
石
油
へ
」（『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
：
石
炭
を
中
心
と
し
て
』
三
、
一
九
七
四
年
）。 

入
江
寿
紀
「
明
治
期
福
岡
地
方
石
油
史
（
二
）：
石
炭
油
か
ら
石
油
へ
」（『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
：
石
炭
を
中
心
と
し
て
』
四
、
一
九
七
四
年
）。 

有
岡
利
幸
『
も
の
と
人
間
の
文
化
史 

84 

松
茸
（
ま
つ
た
け
）』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
七
年
）。 

倉
沢
愛
子
『
戦
争
の
経
験
を
問
う 

資
源
の
戦
争―

―

「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
人
流
・
物
流
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
）。 

 

肥
料 

小
野
寺
伊
勢
之
助
「
紫
雲
英
の
稲
作
に
及
ぼ
す
影
響
及
其
有
害
作
用
の
原
因
に
就
て
」（『
農
学
講
演
集
』
二
、
一
九
二
〇
年
）。 

小
西
亀
太
郎
『
緑
肥
と
根
粒
菌
の
研
究
』
（
朝
倉
書
店
、
一
九
四
七
年
）
。 

桑
田
時
一
郎
「
ハ
ー
バ
ー
・
ボ
ッ
シ
ュ
法
に
つ
い
て
」（
『
化
學
工
業
』
二
（
五
）、
一
九
五
一
年
）。 

古
島
敏
雄
『
日
本
農
業
技
術
史
』
（
時
潮
社
、
一
九
五
四
年
）。 

塩
﨑
尚
郎
編
『
肥
料
便
覧 

第
６
版
』
（
農
産
漁
村
文
化
協
会
、
二
〇
〇
八
年
）。 

木
村
茂
光
編
『
日
本
農
業
史
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）。 

田
村
隆
「
ニ
ト
ロ
ゲ
ナ
ー
ゼ
の
窒
素
固
定
と
水
素
生
産
の
電
子
機
構
」（『
ビ
タ
ミ
ン
』
八
九
（
八
）、
二
〇
一
五
年
）。 

藤
田
照
典
・
市
川
真
一
郎
「
歴
史
の
散
歩
道
（
18
） 

ハ
ー
バ
ー
・
ボ
ッ
シ
ュ
法
の
開
発―

光
と
影
」（『
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
』
三
八
（
二
）、
二
〇
一
七
年
）。 

前
田
勇
「
微
生
物
共
培
養
に
よ
る
窒
素
固
定
能
の
発
現 

微
生
物
共
生
体
に
お
け
る
窒
素
か
ら
ア
ン
モ
ニ
ア
へ
の
変
換
」
（『
化
学
と
生
物
』
五
五―

二
、
二
〇
一
七
年
）。 

 

養
兎 

山
口
俊
策
「
時
局
と
養
兎
業
」
（
『
地
理
』
二
（
二
）
、
一
九
三
九
年
）。 

正
田
陽
一
「
自
然
の
文
化
誌 

家
畜
編
23 

ウ
サ
ギ
の
転
職―

―

日
本
の
養
兎
業
の
歩
み
」（『
自
然
＝N

a
tu

re

』
37
（
11
）、
一
九
八
二
年
）。 

有
馬
学
『
日
本
の
歴
史
23 

帝
国
の
昭
和
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
〇
年
、
初
出
二
〇
〇
二
年
）
。 

森
治
子
「
明
治
大
正
期
の
博
覧
会
と
兎
」
（
『
風
俗
史
学
』
一
九
、
二
〇
〇
二
年
）。 

伊
香
俊
哉
『
戦
争
の
日
本
史
22 

満
州
事
変
か
ら
日
中
全
面
戦
争
へ
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）。 
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馬
場
基
「
荷
札
と
荷
物
の
か
た
る
も
の
」
（
『
日
本
古
代
木
簡
論
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
、
初
出
二
〇
〇
八
年
）。 

宇
仁
義
和
「
近
代
日
本
の
養
兎
事
業
（
１
）
戦
前
編
：
副
業
と
軍
需
物
資
の
間
で
」（『
オ
ホ
ー
ツ
ク
産
業
経
営
論
集
』
30
（
１
）、
二
〇
二
一
年
）。 

 

婦
人
会 伊

藤
康
子
「
地
域
女
性
史
か
ら
み
た
愛
国
婦
人
会
」
（
『
中
京
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
三
一
、
一
九
九
七
年
）。 

池
田
順
「
国
防
婦
人
会
の
こ
と
」
（『
千
葉
史
学
』
四
七
、
二
〇
〇
五
年
）
。 

上
田
学
「
初
期
愛
国
婦
人
会
と
映
画―

日
露
戦
争
期
の
地
方
遊
説
活
動
を
中
心
に―

」（『
日
本
思
想
史
研
究
会
会
報
』
二
四
、
二
〇
〇
六
年
）。 

硲
夕
記
「
少
女
た
ち
の
戦
時
体
験―

愛
国
婦
人
会
と
愛
国
子
女
団
を
中
心
に―

」（『
大
阪
人
権
博
物
館
紀
要
』
一
二
、
二
〇
〇
九
年
）。 

池
田
順
「
地
方
に
お
け
る
国
防
婦
人
会
の
設
立
と
活
動―

千
葉
県
の
事
例
か
ら―

」（『
千
葉
史
学
』
六
〇
、
二
〇
一
二
年
）。 

井
上
直
子
「
愛
国
婦
人
会
の
救
済
事
業
と
女
性
の
「
軍
事
化
」」（『
史
海
』
六
三
、
二
〇
一
六
年
）。 

 

戦
争
の
時
代
の
こ
ど
も
た
ち 

磯
田
仙
三
郎
講
述
／
川
野
邊
靜
子
筆
記
「
穀
粉
栄
養
障
碍
」（『
東
京
女
医
学
会
雑
誌
』
一
（
三
）、
一
九
三
一
年
） 

高
岡
裕
之
「
戦
時
動
員
と
福
祉
国
家
」
（
『
岩
波
講
座 

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争 

３ 

動
員
・
抵
抗
・
翼
賛
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）。 

荻
野
美
穂
「
人
口
政
策
と
家
族―

―

国
の
た
め
に
産
む
こ
と
と
産
ま
ぬ
こ
と
」（『
岩
波
講
座 

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争 

３ 

動
員
・
抵
抗
・
翼
賛
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇

六
年
）
。 

浅
野
俊
和
「
戦
時
下
保
育
運
動
に
お
け
る
農
繁
期
託
児
所
研
究―

―

「
保
育
問
題
研
究
会
」
を
中
心
に―

―

」（『
中
部
学
院
大
学
・
中
部
学
院
大
学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
』

八
、
二
〇
〇
七
年
）
。 

池
田
順
「
地
方
に
お
け
る
国
防
婦
人
会
の
設
立
と
活
動―

千
葉
県
の
事
例
か
ら―

」（『
千
葉
史
学
』
六
〇
、
二
〇
一
二
年
）。 

矢
治
夕
起
「
昭
和
戦
中
期
の
戦
時
託
児
所
に
つ
い
て―

幼
稚
園
か
ら
戦
時
託
児
所
へ
の
転
換
事
例―

①
」（『
淑
徳
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
五
三
号
、
二
〇
一
四
年
）。 

井
上
直
子
「
愛
国
婦
人
会
の
救
済
事
業
と
女
性
の
「
軍
事
化
」」（『
史
海
』
六
三
、
二
〇
一
六
年
）。 

金
慶
玉
「
戦
時
期
に
お
け
る
農
村
託
児
所
の
研
究―

―

「
津
田
子
供
の
家
」
の
設
置
と
活
動
を
中
心
に
し
て―

―

」（
『
ア
ジ
ア
地
域
文
化
研
究
』
一
三
、
二
〇
一
七
年
）。 

落
合
の
り
子
「
島
根
県
の
戦
時
下
に
お
け
る
農
繁
期
共
同
炊
事
・
共
同
託
児
所
と
保
健
婦
活
動
」（『
島
根
県
立
大
学
出
雲
キ
ャ
ン
パ
ス
紀
要
』
第
一
三
巻
、
二
〇
一
八
年
）。 

 

ラ
ジ
オ 田

中
元
峰
「
昭
和
天
皇
の
御
大
典
奉
祝
と
大
嘗
祭
の
式
典
を
古
文
書
に
見
る
（
宇
刈
村
近
代
役
場
文
書
）」（『
ふ
る
さ
と
袋
井
』
第
五
集
、
一
九
九
〇
年
）。 

竹
山
昭
子
『
戦
争
と
放
送
』
（
吉
川
弘
文
館
、
読
み
な
お
す
日
本
史
、
二
〇
一
八
年
、
初
出
一
九
九
四
年
）。 
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佐
藤
卓
己
『
現
代
メ
デ
ィ
ア
史
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
）。 

前
坂
俊
之
『
太
平
洋
戦
争
と
新
聞
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
七
年
）。 

岡
部
匡
伸
『
ラ
ジ
オ
の
技
術
・
産
業
の
百
年
史 

大
衆
メ
デ
ィ
ア
の
誕
生
と
変
遷
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）。 

釘
貫
亨
『
日
本
語
の
発
音
は
ど
う
変
わ
っ
て
き
た
か 

「
て
ふ
て
ふ
」
か
ら
「
ち
ょ
う
ち
ょ
う
」
へ
、
音
声
史
の
旅
』（
中
公
新
書
、
二
〇
二
三
年
）。 

 

防
空 

防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室
『
戦
史
叢
書 

本
土
防
空
作
戦
』（
朝
雲
新
聞
社
、
一
九
六
八
年
）。 

有
馬
学
『
日
本
の
歴
史
23 

帝
国
の
昭
和
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
〇
年
、
初
出
二
〇
〇
二
年
）
。 

前
坂
俊
之
『
太
平
洋
戦
争
と
新
聞
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
七
年
）。 

小
原
解
子
・
柾
屋
洋
子
・
岡
澤
あ
や
こ
編
『
戦
争
と
く
ら
し
の
事
典
』（
株
式
会
社
ポ
プ
ラ
社
、
二
〇
〇
八
年
）。 

大
井
昌
靖
「
昭
和
期
の
軍
隊
に
よ
る
災
害
・
戦
災
救
援
活
動―
―

衛
戍
令
、
戦
時
警
備
及
び
防
空
法
の
関
係
か
ら―

―

」（『
軍
事
史
学
』
四
八
（
一
）、
二
〇
一
二
年
）。 

倉
沢
愛
子
『
戦
争
の
経
験
を
問
う 

資
源
の
戦
争―

―

「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
人
流
・
物
流
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
）。 

高
岸
冴
佳
「
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
警
視
庁
と
「
国
民
消
防
」」（『
史
学
雑
誌
』
一
二
七
（
六
）、
二
〇
一
八
年
）
。 

土
田
宏
成
『
災
害
の
日
本
近
代
史 

大
凶
作
、
風
水
害
、
噴
火
、
関
東
大
震
災
と
国
際
関
係
』（
中
公
新
書
二
七
六
二
、
二
〇
二
三
年
）。 

 

風
船
爆
弾 

荒
川
秀
俊
「
風
船
爆
弾
の
気
象
学
的
原
理
」
（『
航
空
学
会
誌
』
第
一
巻
第
二
号
、
一
九
五
三
年
）。 

肥
田
木
安
「
風
船
爆
弾
の
思
い
出
」（
『
水
利
科
学
』
二
二
（
二
）、
一
九
七
八
年
）。 

松
井
か
お
る
「
風
船
爆
弾
製
造
と
学
徒
勤
労
動
員―

風
船
爆
弾
関
係
文
書
を
中
心
に―

」（『
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
六
号
、
二
〇
一
〇
年
）。 

塚
本
百
合
子
「
風
船
爆
弾
に
利
用
さ
れ
た
「
紙
」
」
（
『
明
治
大
学
平
和
教
育
登
戸
研
究
所
資
料
館
報
』
一
、
二
〇
一
六
年
）
。 

山
田
朗
「
紙
と
戦
争―

登
戸
研
究
所
と
風
船
爆
弾
・
偽
札―

」（『
明
治
大
学
平
和
教
育
登
戸
研
究
所
資
料
館
報
』
一
、
二
〇
一
六
年
）。 

塚
本
百
合
子
「
風
船
爆
弾
作
戦
の
遂
行
と
終
結
」
（
『
明
治
大
学
平
和
教
育
登
戸
研
究
所
資
料
館
報
』
二
、
二
〇
一
六
年
）。 

安
斎
克
仁
「
風
船
爆
弾
に
な
っ
た
和
紙―

福
島
県
上
川
崎
産
和
紙―

」（『
第
12
回
阿
武
隈
水
系
研
究
会
発
表
要
旨
集
』、
二
〇
二
一
年
）。 

 

藁
の
戦
争 

笠
松
宏
至
「
夜
討
ち
」
（
網
野
善
彦
・
石
井
進
・
笠
松
宏
至
・
勝
俣
鎮
夫
『
中
世
の
罪
と
罰
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
年
）。 

黒
田
日
出
男
「
戦
国
・
織
豊
期
の
技
術
と
経
済
発
展
」（
歴
史
学
研
究
会
・
日
本
史
研
究
会
編
『
講
座
日
本
歴
史
４ 

中
世
２
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
）。 
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袋
井
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
目
で
み
る
袋
井
市
史
』
（
袋
井
市
役
所
、
一
九
八
六
年
）。 

永
原
慶
二
『
苧
麻
・
絹
・
木
綿
の
社
会
史
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
）。 

右
田
裕
規
「
「
夜
な
べ
」
の
近
代
史
」
（
近
森
高
明
・
右
田
裕
規
編
『
夜
更
か
し
の
社
会
史 

安
眠
と
不
眠
の
日
本
近
現
代
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
四
年
）。 

 

映
画 

吉
本
富
男
「
民
力
涵
養
運
動
の
一
考
察
」
（
『
国
史
学
』
八
九
、
一
九
七
二
年
）。 

古
川
隆
久
『
戦
時
下
の
日
本
映
画
〈
新
装
版
〉 

人
々
は
国
策
映
画
を
見
た
か
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
三
年
、
初
出
二
〇
〇
三
年
）。 

岩
本
通
弥
「
可
視
化
さ
れ
る
習
俗 

民
力
涵
養
運
動
期
に
お
け
る
「
国
民
儀
礼
」
の
創
出
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
四
一
、
二
〇
〇
八
年
）。 

大
串
潤
児
『
戦
争
の
経
験
を
問
う 

「
銃
後
」
の
民
衆
経
験 

地
域
に
お
け
る
翼
賛
運
動
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
六
年
）。 

岩
田
託
子
「
幻
灯
が
明
治
の
人
に
見
せ
た
も
の―

―

英
米
か
ら
の
視
点―

―

」（『
中
京
大
学
国
際
学
部
紀
要
』
二
、
二
〇
二
一
年
）。 

福
島
可
奈
子
「
明
治
の
国
家
教
育
を
め
ぐ
る
視
覚
メ
デ
ィ
ア
利
用―

―

「
修
身
」
幻
燈
の
変
遷
を
中
心
に
」（『
映
像
学
』
一
〇
七
、
二
〇
二
二
年
）。 

 

一
九
四
四
年
東
南
海
地
震 

東
南
海
地
震
記
録
編
集
委
員
会
編
『
昭
和
19
年 
東
南
海
地
震
の
記
録
』（
静
岡
県
中
遠
振
興
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
二
年
）。 

山
下
文
男
『
戦
時
報
道
管
制
下 

隠
さ
れ
た
大
地
震
・
津
波
』（
新
日
本
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）。 

青
島
晃
・
土
屋
光
永
・
中
野
幸
子
・
野
嶋
宏
二
・
松
井
孝
友
「
１
９
４
４
年
東
南
海
地
震
に
よ
り
発
生
し
静
岡
県
西
部
地
方
と
三
重
県
南
部
地
方
で
記
録
さ
れ
た
地
鳴
り
の

方
向
性
」
（
『
歴
史
地
震
』
第
20
号
、
二
〇
〇
五
年
）
。 

羽
島
徳
太
郎
「
１
９
４
４
年
東
南
海
地
震
津
波
の
目
視
観
測
記
録―
東
大
地
震
研
究
所
の
通
信
調
査
報
告
か
ら
」（『
津
波
工
学
研
究
報
告
』
第
22
号
、
二
〇
〇
五
年
）
。 

中
央
防
災
会
議
災
害
教
訓
の
継
承
に
関
す
る
専
門
調
査
会
『
１
９
４
４
東
南
海
・
１
９
４
５
三
河
地
震
報
告
書
』（
二
〇
〇
七
年
）。 

川
窪
広
明
「
１
９
４
４
年
の
東
南
海
地
震
と
津
波
の
体
験
談
に
見
る
被
災
者
の
避
難
行
動
」（『
大
手
前
大
学
論
集
』
第
15
号
、
二
〇
一
四
年
）。 

武
村
雅
之
「
１
９
４
４
年
東
南
海
地
震
の
被
害
と
教
訓
」
（『
日
本
地
震
工
学
会
誌
』
二
二
、
二
〇
一
四
年
）。 

武
村
雅
之
・
虎
谷
健
司
「
１
９
４
４
年
12
月
７
日
東
南
海
地
震
の
被
害
統
計
資
料
の
再
整
理―

震
度
分
布
と
被
害
の
特
徴―

」（『
中
部
「
歴
史
地
震
」
研
究
年
報
』
２
、
二

〇
一
四
年
）
。 

青
島
晃
・
土
屋
光
永
・
野
嶋
宏
二
・
松
井
孝
友
「
１
９
４
４
年
東
南
海
地
震
に
よ
る
静
岡
県
西
部
地
域
の
軍
需
工
場
の
被
害
」（『
歴
史
地
震
』
第
34
号
、
二
〇
一
九
年
）。 

磐
南
文
化
協
会
編
『
磐
南
の
寺
院―

磐
田
市
・
袋
井
市
の
お
寺
』（
二
〇
一
七
年
）。 

青
島
晃
・
土
屋
光
永
・
中
野
幸
子
・
野
嶋
宏
二
・
松
井
孝
友
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基
づ
く
１
９
４
４
年
東
南
海
地
震
に
よ
る
静
岡
県
太
田
川
低
地
の
噴
水
・
噴
砂
発
生
地

点
と
そ
の
地
形
・
地
盤
条
件
」
（
『
歴
史
地
震
』
第
36
号
、
二
〇
二
一
年
）。 
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敗
戦
、
そ
し
て 

袖
井
林
二
郎
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
二
千
日
』
（
中
公
文
庫
、
一
九
七
六
年
、
初
出
一
九
七
四
年
）。 

竹
前
栄
治
『
占
領
戦
後
史
』
（
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
、
初
出
一
九
九
二
年
／
一
九
八
〇
年
版
を
九
二
年
版
で
全
面
改
訂
・
増
補
）
。 

池
端
千
賀
子
「
占
領
期
日
本
に
お
け
る
宗
教
改
革
：
占
領
軍
に
よ
る
宗
教
の
自
由
と
の
苦
闘
」（『
一
神
教
世
界
』
四
、
二
〇
一
三
年
）。 

  

第
二
部 

解
説
編
（
口
絵
で
紹
介
し
て
い
な
い
使
用
図
版
に
つ
い
て
） 

「
養
兎
」 

 

七
三
七
頁
使
用
イ
ラ
ス
ト
：
杉
山
侑
暉 

「
藁
の
戦
争
」
八
〇
九
頁
使
用
図
版 
保
永
堂
「
東
海
道
五
十
三
次
之
内 

袋
井
」（
袋
井
市
歴
史
文
化
館
所
蔵
） 
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